
職員アンケート結果②

～人材育成などについて～
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【参考資料２】
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実施概要

➢ 実施期間 令和5年10月31日(火)～11月10日(金)

➢ 対 象 者 約3,600人
※知事部局、教育委員会（学校除く）、各種委員会、企業局

の正規職員及び再任用職員

➢ 回答者数 1,593人（回答率：44％）

➢ 質問項目
（1）属性 性別/部局/勤務場所/職位/年齢/勤続年数等
（２）人材育成方針の検討の参考とする質問
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回答概要

性別

男性 1,102 69.2%

女性 431 27.1%

回答しない 60 3.7%

計 1,593

勤務場所

本庁 673 42.2%

出先機関 920 57.8%

計 1,593

子育てや介護等
の状況
（複数回答可）

未就学のこどもを養育 226 13.2%

小学生のこどもを養育 226 13.2%

家族等を介護 201 11.7%

病気療養中 46 2.7%

その他 117 6.8%

いずれにも該当しない 835 48.6%

回答しない 67 3.9%

職の区分

主事・技師 390 24.5%

主任 343 21.5%

係長級 201 12.6%

課長補佐級 289 18.1%

課長級 231 14.5%

室長級以上 50 3.1%

再任用職員 89 5.6%

計 1,593

年齢

２０代 262 16.4%

３０代 306 19.2%

４０代 309 19.4%

５０代 588 36.9%

６０代 128 8.0%

計 1,593

勤続年数

１～５年 333 20.9%

６～１０年 217 13.6%

１１～１５年 131 8.2%

１６～２０年 96 6.0%

２１～２５年 167 10.5%

２６～３０年 241 15.1%

３１年以上 408 25.6%

計 1,593



0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

人が育たない組織

組織目標が不明確である組織

チャレンジしにくい組織

職員同士のコミュニケーションが少なく、協働しない組織

向上心を持つ職員が少なく、高め合えない組織

身体やメンタルに不調をきたしやすい組織

仕事と家庭生活が両立できない組織

情報公開・共有が充実しておらず透明性の低い組織

職員を能力・実績に応じて公平に扱わない組織

職員の個人情報がきちんと管理されず、プライバシー…

特になし
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３ あなたはどんな職員になりたいですか。
（５つまで）

１ 富山県庁という組織の優れている点、
強みは何ですか。（３つまで）

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0%

県民目線で行動する職員

責任感のある職員

自ら考え行動できる職員

県民から信頼される職員

高い専門能力を持った職員

接遇の優れた職員

失敗を恐れずチャレンジする職員

人的ネットワークが広い職員

改革を進められる職員

高い倫理観を持つ職員

公正公平な職員

視野が広い職員

協調性がある職員

コスト意識が高い職員

柔軟性が高い職員

事務処理能力が高い職員

個性豊かな職員

県民の活動に積極的に参加する職員

県内の案内や宣伝ができる職員

２ 富山県庁という組織の劣っている点、
弱みは何ですか。（３つまで）

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0%

人が育つ組織

組織目標が明確であり、全職員がそれを共通認識し…

変化に対応できチャレンジする組織

職員同士が共に支え合い、相互に協働する組織

互いに影響し合い、相互の向上心を高め合える組織

多くの人が心身ともに健康で働きやすい組織

仕事と家庭生活が両立できる組織

情報公開・共有が充実している透明性の高い組織

職員を能力・実績に応じて公平に扱う組織

特になし
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４ 自分にとって特に自信のある能力や
特性は何ですか。（３つまで）

５ 自分にとって特に不足している能力や
特性は何ですか。（３つまで）

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

専門的な知識技能

コミュニケーション能力

協調性

接遇能力

チャレンジ精神

コスト意識

行動力

情報収集能力

県民・市民感覚

リーダーシップ

企画立案能力

公務員倫理

折衝力

先見性

法務知識

経営感覚

マネジメント力

人権尊重意識

事務処理速度

正確性

育成能力（部下や年下職員）

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

専門的な知識技能

コミュニケーション能力

協調性

接遇能力

チャレンジ精神

コスト意識

行動力

情報収集能力

県民・市民感覚

リーダーシップ

企画立案能力

公務員倫理

折衝力

先見性

法務知識

経営感覚

マネジメント力

人権尊重意識

事務処理速度

正確性

育成能力（部下や年下職員）
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７ あなたの職場は自由に発言したり議論し
たりできる環境にあると思いますか。

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

そう思う

どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない

そう思わない

６ あなたが上司に求める能力は何ですか。
（２つまで）

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

高い倫理観を有し公正に職務を遂行する能力

県民の視点に立って課題に対応する方針を示す能力

責任を有する範囲において適切な判断を行う能力

関係者への説明及び関係者との調整を行う能力

コストや効率化を意識した業務運営を行う能力

部下に適切な指示を行い部下を育成する能力

円滑かつ適切なコミュニケーション能力

意欲的に業務を遂行する能力

８ 職務以外での地域活動やボランティア
活動に取り組んでいますか。

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

取り組んでいないが、今後取り組みたい

取り組んでいる

取り組んでおらず、今後も取り組む予定はない

９ 職務以外での地域活動やボランティア活動は、広い

視野を得るために必要だと思いますか。

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

そう思う

どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない

そう思わない
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１１ 今のあなたには、どのような研修が必要
だと思いますか。 （３つまで）

0.0% 5.0% 10.0% 15.0%

マネジメント能力の向上のための研修（部下統率、リー

ダーコミュニケーションなど）

部下の育成のための研修

自分のモチベーションアップのための研修

政策形成能力向上のための研修

住民とのコミュニケーションスキルを学ぶ研修

組織内でのコミュニケーションスキルを学ぶ研修

職場の実務に必要な研修（ナレッジ研修：予算、小規模修

繕など）

行政における新たな視点を学ぶ研修（ＥＢＰＭ、ナッジ、デ

ザイン思考など）

労働生産性の向上を目指した研修（タイムマネジメント研

修、段取り力研修など）

職員のメンタルヘルス向上のための研修

女性職員活躍に向けた取組や働きやすい職場環境づくり

のための研修

庁外の多様な主体から新たな視点・発想を学ぶ研修（経営

者の講話、SDGsやNPOの先駆的取組、民間企業社員と…

年齢に応じた段階的なキャリア形成の支援のための研修

県民奉仕の精神や県民目線に立った県民ニーズを学ぶ

現場体験の研修

DXへの対応能力向上のための研修

１０ 職員研修実施計画の「職員に求められる７つ

の基本能力」は、どの程度重要だと思いますか。

3.67

3.65

3.56

3.803.78

3.64

3.76
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(1)住民意識・協働能力

(2)職場対応能力

(3)組織管理能力

(4)危機管理能力(5)職務遂行能力

(6)政策形成能力

(7)情勢適応能力

７つの基本能力それぞれについて、「１（最も重要度が低い）」
から「５（最も重要度が高い）」の５段階で回答）
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１４ 必要な知識・能力を身につけるため、自主的な勉強

や学び直し（リスキリング）に取り組んでいますか。
0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

積極的に取り組んでいる

取り組んでいる

あまり取り組んでいない

全く取り組んでいない

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

書籍等による知識の習得

研修会への参加

通信教育の受講

資格取得のための勉強

その他

１５ あなたご自身の成長のために、以下の
取組みのうち最も重視するものは何ですか。

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

職場研修（OJT）

職場外研修（研修所研修など）

自主的な勉強や学び直し

その他

どのようなことに取り組んでいるか

１２ ご自身の県職員としての今後のキャリア
について、ビジョンを持っていますか。

１３ キャリアビジョンを持つために行いたいこ
とは何ですか。（３つまで）

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

詳細に持っている

ある程度持っている

考えたことはあるが、持っていない

考えたことはなく、持ってもいない

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

キャリアビジョンが描けるような説明や研修を受

けたい

職場の上司や同僚に相談したい

キャリアコンサルタントのような方に相談したい

ビジョンを持ちたいと思わない

その他
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１６ 組織の活性化や人材育成において、特に
有効だと思うものは何ですか。（いくつでも）

１７ 職員の育成において最も重要だと思うこ

とは何ですか。
0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0% 16.0% 18.0%

人事異動

職場研修（OJT）

研修所研修

プロジェクトチーム

庁内複業制度

ジョブチャレンジ制度

テレワーク制度

勤務間インターバル制度

フリーアドレス

ロゴチャットやＢＯＸ等のデジタルツールの活用

オンライン講座の受講によるリスキリング

資格取得支援（簿記）

共創スペース「コクリ」の活用

特になし

その他

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

平等に育成の機会があること

希望する人材育成を受けられること

本業とは別に人材育成の時間が確保されること

時代にあった考え方、方法による指導が受けら

れること

個人の能力、適性に合わせた人材育成である

こと

決断・経験を積ませること

高度な専門能力に関する指導・研修が受けられ

ること

活躍の場、身に着けた能力を活用する場の提

供があること

特になし

その他
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